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研究成果の概要（和文）：本研究は、大戦間期におけるアメリカ南部の人種構造の変容が、白人の自己形成において、
特にその社会的・文化的側面に対してもたらした影響について、白人の身体表象の変遷を通じて確認することを目的と
する。特に南部の人種的ハイブリディティが、性的身体の多様性の隠喩として認識されてきたことを、当時の白人中産
階級の階級意識と関連付けて論証することを目指した。いわゆる性差、階級及び人種の区分が、多分に南部の白人の身
体表象を通じて維持されていることを、主にWilliam Faulknerの1930年～1940年代の作品に焦点を当てて検証した。

研究成果の概要（英文）：This research aims to clarify that the transition of the white male body images in
 the interwar South reflects the relativity between racial and ethnic compositions of white people and the
ir self-fashioning, especially focusing on its social and cultural aspects. This research has proved that 
racial hybridity in the American South has long been a figure of sexual perversities/variety, as well as t
he class consiciousness of the white middle class.
This research mainly deals with Willam Faulkner's novels in 1930s and 1940s, while some contemporary liter
ary works such as Jean Webster's Daddy-Long-Legs and Dear Enemy.
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１．研究開始当初の背景 
本研究の着想は、ノーベル賞受賞者であり

ながらも、アメリカ南部に取材し、その歴史
を盛り込んだ作品群を残してきたために、従
来地域性の高い作家であると考えられてき
たウィリアム・フォークナー (William 
Faulkner)に対するいわゆる「文学的普遍性」
を再検証するという点にあった。アメリカ南
部を舞台として、南部の歴史と人種問題の桎
梏を扱うフォークナーの作品群は、その地域
性と歴史性に根差した作風ゆえに、逆説的に
地域や時代を超越した「人間の普遍的持続
性」を体現していると考えられてきたが、近
年の文化研究的、批評理論的アプローチは、
いかなるテクストもその地域や時代の個別
性から無縁ではいられないことを明らかに
している。既にフォークナーを人種、階級、
ジェンダーと言った視点から再読し、歴史的
及び社会的文脈に開いてゆこうとする先行
研究は多々あるが、それはフォークナーにお
ける黒人、北部人、外国人、女性と言った「他
者」の表象に対する新たな見解こそもたらし
はするものの、フォークナー自身が属する南
部白人中産階級を客観化し、その内部にある
他者性へと議論を進める例はほとんど見ら
れなかった。 
 本論はこうした現状を背景として、フォー
クナー自身の「白さ(whiteness)」を再検証す
ることを目指すことから始まった。もとより
奴隷制等の歴史的背景を鑑みれば、南部にお
いて白人の白さとは必ずしも自明のものと
は断言できない。白人と黒人との長い人種混
淆(miscegenation)の秘めた歴史を鑑みる時、
いわゆる「ワン・ドロップ・ルール」の原則
の裏には、常に白人自身の「白さ」に対する
強迫観念と不安とが付きまとっている。その
不安を、この社会における「男性性」の不安
と関連付けることで、特に世紀転換期以降、
南部において「白人」で「男性」であること
は常にパフォーマティヴにアクトアウトさ
れねばならないアイデンティティとなった
こと、そしてその証明に失敗することが、自
身のアイデンティティが排除し且つ依拠せ
ざるを得ない「他者」との近似性をゆくりな
くも示唆することに考えが至ったことが、本
研究の出発点となった。 
 
２．研究の目的 
本研究は、両大戦間に生じたアメリカ南部

における黒人人口動勢の変容が、南部の白人
の自己形成において、特にその社会的・文化
的側面に対してもたらしたさまざまな変容
について、白人の身体表象の変遷を通じて確
認することを目的とした。特に本論で強調す
るのは、南部の人種的ハイブリディティにお
ける白人の側の自己形成の過程とその変容
を、自身の性的身体の多様性/クィアネスの隠
喩として認識する際のその様態について、特
にこの時期の白人中産階級の社会的・文化的
推移と関連付けて考察するものであり、いわ

ゆる性差、階級及び人種の区分が、多分に南
部の白人の身体表象を通じて維持されまた
蚕食されてきたことを、特にウィリアム・フ
ォークナーの1930年～1940年代の作品に焦
点を当てて検証することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
以上の目的達成のため、南部における白人

及び黒人の社会的・文化的ステレオタイプの
変遷を文献実証的に検証すると共に、これら
が白人中産階級の社会的・文化的及び性的マ
イノリティに対する抑圧的態度とその変化
を反映していることを確認するために、特に
精神分析的アプローチからクィア・リーディ
ングを試みた。具体的には、一時文献を詳細
に分析し、それらを社会的背景、歴史記述、
文化事象の記録等と照らし合わせ、そこにう
かがえるマイノリティ表象について抽出し、
それらをクィア・セオリーに則って分析検証
する手法を採った。 
 併せて対象作品の舞台となっている南部
の社会や文化と、作品内部に表象された世界
との関連を確認するために国際学会（2012 
Faulkner and Yoknapatawpha Conference）
にも参加し、実際に現地調査を行うと共に、
関連トピックを扱う研究発表やシンポジウ
ムを聴講した。また、関連研究を行っている
研究者との共同研究発表会を開催し、議論の
検証や確認を試みた。 
 
４．研究成果 
本研究の主たる成果は、上述の研究方法に
従った結果、特に南部の白人中産階級に属す
る白人におけるマイノリティが、いわゆる規
範的な「男性性」の文化的・社会的・性的諸
側面からの乖離もしくは逸脱として表象さ
れていることを確認できた点にある。大恐慌
をきっかけとして、特に 1930 年以降、南部
の黒人人口は都市部への大量流出を起こし、
その人口動態は決定的な変化をきたすに至
ったが、そうした状況において、従来の南部
におけるジェンダー規範が依然として厳格
に既定されまた維持されてきたと考えられ
ていたこの時期の南部において、そこから乖
離もしくは逸脱する文化的・社会的及び性的
「他者」が、特異ではあるが確固とした存在
として記述されていることを確認できたこ
とは、テクスト実証的研究として大きな成果
であった。 
 もう一点強調すべき成果は、これらの「他
者」表象が人種的且つ階級的にハイブリッド
な存在として表象されていることを確認で
きた点である。特に今次研究企画において重
点的に取り扱ったフォークナーの 1930 年代
から 1940 年代の作品は、従来からこの作家
の人種問題に関する意識の表れを色濃く反
映するものと位置付けられており、いわゆる
作家研究においては、南部の人種問題、特に
白人と黒人との人種混淆(miscegenation)と、
その背景となった南部奴隷制を巡るフォー



クナーの白人作家としての葛藤が描かれて
いたと看做されてきた。しかし本研究は、そ
れらの問題が単に人種問題に対する作家の
良心の問題といった道徳的意識に還元され
るべきものではなく、むしろ史実として存在
していた異人種間の性的交渉、特にクィアな
性的関係の可能性を表象していることを確
認すると共に、人種間のヒエラルキーが一枚
岩的なものではなく、むしろ南部の階級制度
と、特に白人中産階級の階級意識を反映した
複雑で相互干渉的な実相を呈していたこと
を明らかにした。換言すれば、性的交渉、殊
に同性間の性的交渉を通じた階級間の越境/
侵犯と人種間のそれは、言わば相互に対して
二重焼きにされる形で南部の社会的・文化的
規範を蚕食し無効化すると共に、その事実は
当時の南部の人種的・階級的秩序の虚構性と
脆弱性をも示していることを確認すること
ができた。この点は、フォークナー研究の分
野において特筆すべき研究者独自の新たな
知見である。これらの研究成果は、項目 5．
の〔雑誌論文〕①～③、〔学会発表〕①、③
～⑥及び〔図書〕①の第 6章において具体的
に報告された。 
 さらに本件に関連する研究成果として、ジ
ーン・ウェブスター(Jean Webster)の作品群
を主たる対象としたものがある。これらにお
いて、研究者は広く 20 世紀初頭のアメリカ
合衆国の人種・民族構成の変化が社会にもた
らした一種の集団的ヒステリーとして、第二
次移民法に結実する優生学的言説が果たし
た役割についても考察し、合衆国における人
種に対する不安についても検証した。 
以上の研究成果は、平成 23 年度から平成 25
年度に亘る各種研究発表、研究論文等として
公開されている。その詳細は以下の第 5項を
参照のこと。これらの研究成果は、項目 5．
の〔学会発表〕②、〔図書〕①の第 5 章及び
〔その他〕の①において具体的に報告された。 
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